
農業ワーキング・グループにおける今期の主な審議事項 

 

平成 28年 10月 24日 

農業ワーキング・グループ 

座長 金丸 恭文 

 

 

１．生乳の生産・流通改革、農協改革 

 秋までに結論を得る生乳の生産・流通改革、農協改革のフォロー

アップを行う。 

 

 

 

 

２．「攻めの農政」実現のための規制制度の総点検 

新規参入者を含む生産者の可能性と潜在力をいかんなく発揮

できるよう、関連法律等の総点検を行う。 

 

- 生産性向上・新市場開拓に資する規格・認定の廃止、制度の国際調和

（肥料、農薬、機械、種子、飼料等） 

 

- 生産・流通の構造改革 

 

- 地方創生をふまえた農業の成長に資する法制度の見直し   
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